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研究成果の概要（和文）：アジアのほぼ全域をカバーする各地で言語多重地域の言語生態につい

ての研究を集中的に行った。本研究課題では：(1)言語接触記述研究を通時的側面での研究も含

め整理し、(2)多重言語使用下にある言語共同体の変容と言語の変容を分析し、(3)多重言語使用

下における言語生態の一般化及び(4)現代日本語の生態についても将来像の予測を試みた。これ

らの研究結果を公開シンポジウム(2011年 2月ユーラシア言語研究コンソーシアム年次総会)に

て発表した。研究結果は、CSELシリーズ第 17 巻(ISBN978-4-903875-20-0)『ユーラシア諸言語

の動態 (Ⅱ) －多重言語使用域の言語－』としてとりまとめ刊行する。                      

 
研究成果の概要（英文）：We studied the language ecology of Asian languages in multi-lingual 

areas. The members are experts of Asian languages, whose distributions cover almost all 

areas in Asia. In this project we precisely check the linguistic data of the languages under 

multi-lingual situations and studied dynamic linguistic phenomena in Asia not only of 

modern languages but also of ancient languages. The members contribute their papers to 

the 17th volume of the Contributions to the Studies of Eurasian Languages series :Dynamics  

in Eurasian languages Ⅱ - Studies on Languages in Multi-lingual Areas-  (in print). 
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１．研究開始当初の背景 

 この研究は、現在までに明らかになってい

るアジア地域の言語接触の軌跡を把握した

上で、研究協力者を含む参加メンバー各自が

従来から携わっている研究の対象言語を中

心に多重言語使用という観点から進める研

究である。文字をもつ言語が比較的古くから

言語文化圏を形成してきたアジア地域には
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過去の当該地域の言語事情を反映する文献

が利用可能である。従って、アジアの諸言語

は過去の言語使用についての情報を比較的

得やすく言語生態観察に適している。 

 言語間の接触については、様々なパターン

がある。例えば、政治的理由により、ある言

語集団が異言語使用域に移動定住していく

場合や、複数の言語集団が同一の生業形態を

もち、新しい言語集団を形成することにより、

リンガフランカを新言語として持つように

なる場合もある。例えば、極北シベリアに

様々な契機で移住してきたロシア語話者集

団や北方少数民族集団がやがてサハ語を共

通語とし、新言語ドルガン語を形成した例は

これにあたる。 

さらにビルマのカチン州やシャン州、中国

雲南省に分布する小言語の中にはジンポー

語などをはじめ、ビルマ系言語との接触を契

機に成立したクレオール言語である可能性

が疑われる言語もみとめられる。中には混成

言語と考えるべき例(ナガミーズ等)も散見

されるという。 

 比較的大きな言語の被る言語接触につい

て、アラビア語を例にとれば、アラビア語は

古来文語を発展させ、周辺の地域に大きな影

響を与え、かつ自らも周辺の言語に影響され

てきた言語である。今日、アラビア語は広域

にわたり公用語としての地位を保ちながら

も言語共同体の構成が流動性に富む地域に

おいては急速な変容にさらされていること

が予想され、多重言語使用と言語生態につい

て定点観測の必要を示唆している。 

 日本国内に目を転じれば、言語接触の例と

して朝鮮語の言語生態については特に興味

深い。日本語と朝鮮語の接触の歴史は長いが、

日本国内に朝鮮語言語集団の使用言語記録

が残っている例として、文禄慶長の役(16 世

紀末)捕虜集団の末裔が日本国内にて朝鮮語

を保ち、やがて通事用として残した朝鮮語関

連図書(19 世紀)にみる朝鮮語と日本語の接

触の痕跡は、20世紀の在日朝鮮人の現在の朝

鮮語に日本語がもたらした接触の痕跡に通

じるものがあるという指摘がされている。そ

の他、コーカサス地方から世界各地に分散し

た東西アルメニア語共同体が移住先の言語

環境で経験した言語変容や漢語圏における

古代語による諸文献(例えば、ウイグル文仏

教文献)に現れる共通した漢語受容性質など、

言語生態の特定の断面を切り取って示す例

には限りがない。本研究課題ではこれらを整

理し、言語生態について一般化可能な指標を

抽出して行きたい。 

 
２．研究の目的 

 本研究課題は、2002年から実施された 2 つ

の科研費による研究課題｢ユーラシア言語地

域の総合的研究―言語接触の類型―｣、｢ユー

ラシアの言語接触と新言語の形成―新言語

形成のメカニズム解明にむけて―｣(共に基

盤研究 B、代表者は藤代)を発展させる形で、

多重言語使用状態にあるアジア各地の諸言

語の言語接触を研究対象とするものである。

先行研究で行ったアジア諸言語についての

個別的な言語変容の研究をふまえた上でそ

れら接触によって引き起こされる言語共同

体の変容や再編を過去現在を通じて観察す

ることを第一の目的とし、アジア各地で相似

した接触状態で分布している｢大言語｣と｢中

小言語｣の多重言語使用下の言語生態の分析

を行う。 

 さらに第二の目的として、言語共同体のお

かれた状況の変容により当該言語が変容・衰

退・消滅し、場合によっては新言語形成(あ

るいは獲得)に至る一連の言語生態について

個々の例からその指標の抽出を目指したい。

なお、本研究プロジェクト遂行中に得られる

アジア各地の多重言語地域からの情報をも



 

 

とにして、英語との間接的ではあるが大量接

触の経験下にある現代日本語の将来像につ

いて、また日本国内の移住者等の相対的少数

言語コミュニティの動向について言語生態

の点から見通すことを第三の目的として掲

げておきたい。 

本研究課題で明らかにしたい点をまとめ

ると：(1)言語接触記述研究を通時的側面で

の研究も含め整理し、(2)多重言語使用下に

ある言語共同体の変容と言語の変容を分析

し、(3)前者 2 項を付き合わせて、アジア全

域の諸言語について、多重言語使用下におけ

る言語生態の一般化を行う。さらに、これら

を活かし、(4)現代日本語の生態について帰

納的に将来像の予測を試みる。特に(3)にあ

げた点は本研究で目指すように多角的に扱

われることはこれまでなかったのではない

かと考える。 

 
３．研究の方法 

 本研究課題に参加する研究者は研究代表

者・分担者 8名、研究協力者 3名である。全

員がアジア地域に言語研究分野をもち、これ

まで研究活動を続け成果をあげている。本研

究課題の目的とするアジア地域全域を視野

に入れた言語生態研究のため、暫定的にアジ

アを 5つに分けてメンバーを配置した。 

A 東・極東アジア地域：日本、朝鮮半島、中

国東部 (日本語、漢語圏) 

B 中央アジア地域：中国西部、旧ソ連邦域を

含む中央アジア諸国、モンゴル国 (ロシア

語、漢語圏) 

C 北アジア地域：ロシア連邦シベリア地域、

トランスアルタイ地方 (ロシア語圏) 

D 南アジア地域：東南アジア域、インド (ビ

ルマ語、英語圏) 

E 西アジア地域：トランスコーカサス地方、

アラビア半島、中近東域 (ロシア語、英語、

アラビア語圏) 

以下の ( )内は主たる研究言語 

A:東・極東アジア地域：早津(日本語)、岸田

文隆(朝鮮語、ツングース系言語)、沈力(漢

語) 

B:中央アジア地域：庄垣内(ウイグル語、チ

ュルク語全般)、角道(蒙古系諸言語)、大崎

紀子(キルギス語) 

C:北アジア地域：藤代(サハ語、シベリアの

諸言語、ロシア語)、橋本勝(モンゴル文語、

現代モンゴル語) 

D:南アジア地域：澤田(チベット・ビルマ系

諸言語) 

E:西アジア地域：岸田泰浩(コーカサス諸言
語)、近藤智子(アラビア語) 
 

研究代表者の藤代は全体の研究を統括す

るとともに、北アジア域を担当し、主として

17 世紀の帝政ロシアによるシベリア進出以

降ロシア語がこれら地域の諸言語にもたら

した影響を全体としてまとめる。ソ連邦崩壊

後の諸言語の言語共同体の変容・再編、個々

の少数言語の 20 世紀を中心に多く起こった

言語衰退及び消滅を経験した言語共同体の

モデルをシベリアの少数民族言語にもとめ

る。一方で、本研究課題で対象とするアジア

全域に広く分布しているチュルク語各方言

(共和国トルコ語、中央アジア新興国家、新

疆ウイグル自治区、南シベリア、サハ共和国

などに分布するチュルク系諸言語)が移動過

程で経験した新言語形成についてもパター

ンの抽出を試みた。この点については中国領

内のチュルク系諸言語については庄垣内、沈

(漢語関連全般担当)、角道(青海省の蒙古系

諸言語担当)、澤田(チベット・ビルマ系諸言

語担当)も参加して研究討議を重ねる。なお、

藤代は庄垣内、大崎とともにチュルク系言語

全般をカバーするが、東シベリアの文字記録

を持たぬサハ語についてその英雄变事詩テ

キストに注目し、サハ語の言語共同体が経験



 

 

した多重言語使用下の言語接触の軌跡をこ

れらテキストから通時的視点をもって分析

した。 

2年度目となる 2009年度には初年度の研究

活動をうけて、①大言語圏で相対的小言語の

おかれた状況の共通性を検討し、②通時的に

みた言語共同体の変容についてアジア各地

からの具体的報告をふまえて、③アジアにお

ける言語生態の指標となる事項の抽出は可

能か、について議論したい。さらに、各メン

バー自身が成員でもある現代日本語言語共

同体の被りつつある変容について言語接触

の観点から検討した。 

最終年度には各自補充的調査研究の後、

成果をとりまとめる。 

 アジア地域の言語状況は、20世紀から今世

紀にかけて急速に変容を来している。言語接

触研究は未だ理論な面で不十分で先行研究

も豊富とは言い難い。本研究課題では多重言

語使用下の言語生態の研究をアジア全体を

視野にいれた言語接触研究として提出する

ことができた。 

 
４．研究成果 

本研究課題では、先行する科研費研究 2題

において、｢言語接触｣→｢その後の新言語形

成｣と進めてきたアジア地域の言語研究を

｢言語生態の研究｣として包括的に扱う。 

 アジア地域には話者人口や分布範囲の点

から考えて「大言語」とみなしうる言語がそ

れぞれの言語圏を形成して存在している。一

方で、話者人口の減少が著しく、消滅の危機

に瀕している｢小言語」も各地にある。本研

究ではアジアのほぼ全域を視野に入れて、各

地で起こった多重言語使用の軌跡を追い、現

代アジア社会における多重言語使用の諸相

についてその背景にある社会的文化的地域

特性を考慮し、特に言語生態の面を中心に分

析する。さらにアジアの大言語圏として、漢

語圏、アラビア語圏、ロシア語圏、などに暫

定的に分け、これら大言語圏にある諸言語の

いくつかを取り上げ、その言語生態について

分析し、整理した。本研究では、個別に扱わ

れることの多かったアジア域の言語接触に

ついて共通の言語接触事情をふまえ、通時的

視点をもつことにより、アジア諸言語の生態

について明確な記述分析を試みた。これら成

果を生かせば、極東アジアの日本語が近い将

来に直面するであろう｢大言語｣英語との併

用、あるいは他のアジア諸語との併用による

言語変容をどのように経験していくかにつ

いても帰納的に予測していくことが可能と

なるだろう。 

 言語接触の調査研究は特に 1990 年代から

国内外で盛んになってきているが、本研究課

題が目指す、アジア地域についての通時的視

点を入れた、かつ言語共同体の変容も考慮し

た多角的なアプローチでの研究は新規であ

り、言語生態分析について具体的提案を初め

て提出できたと考えている。 

研究成果の一つとして、年度末に研究成

果論文集を Contribution of Studies of 

Eurasian Languages (CSEL)シリーズの第 17

巻として出版する。成果論文集には、アジア

諸言語の生態の共通性をさぐり、現代日本語

の将来を見通す可能性にも言及する論考が

納められている。ただし、この冊子は、本研

究課題において行われた研究の極一部に過

ぎず、以下の５．において掲げている多くの

研究成果があげられている。 
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